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例：河川整備計画に関する記述（P20） 問題点

2

全体構想における現時点の問題点の例

・荒川水系河川整備基本方針は平成19年3月、荒川水
系河川整備計画は平成28年3月に策定済みですが、
全体構想では未策定の段階の情報となっています。

●協議会の発信力を強化する目的で、事業の目標の総合的なシンボルとしてコウノトリやサクラソウ群落を全体構想に追記することが平成28
年度末の第45回協議会で文章表現を含めて決定しました。

●しかし、それ以外にも更新すべきところがあるため、追加で見直すことを提案します。



全体構想における現時点の問題点の例
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例：現行の全体構想のデータ類 問題点

・古いデータが多くなっていま
す。

P3の空中写真
（最新が平成12年）

P4の年表
（最新が平成12年頃）

なお、事業の目標設定の根拠を説明する部
分では、当時のデータに基づいて課題整理
がされているため、更新する必要はありま
せん。

このほか、洪水実績、流況、水質、生物など
の情報が古いものとなっています。



例：協議会の設置要綱、名簿、役割分担 問題点
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全体構想における現時点の問題点の例

・協議会に関する情報が古いま
まです。

P49の協議会設置要綱
（最新が平成17年）

P50の委員名簿
（最新が平成18年）

※その他の修正について

・誤字脱字などの単純な間違いは改訂時に
あわせて正すこととなっています。

P51の役割分担
（維持管理・環境管理
専門委員会が未設置）


